
きっと、もっと、良い方法がある。

NECファシリティーズ

ホルムアルデヒドソリューション
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ホルムアルデヒドをご使用でお困りはございませんか？

ホルムアルデヒドは、発がん性を有する物質です。
ＮＥＣファシリティーズは法遵守のもと健康障害を与えないよう、お客様はもとより
近隣住民の方々に至るまで、安心・安全をお約束します。

ＮＥＣファシリティーズが
お客様のお悩みを解決いたします

認識はあるが
何をしたらよいのか分からない

ＣＳＲ

作業環境

法対応 知識がない

近隣住民とのトラブル

作業員からの苦情

作業性向上

健康被害

基本コンセプト ～安心・安全な作業環境を～

ホルムアルデヒドとは（分子構造式ＨＣＨＯ）

■特定化学物質障害予防規定等の改正（労働省第３９号 第２条関係）

・特定第３類物質 → 特定第２類物質引き上げ

■局所排気装置の構造・性能等（特化則５条・７・８条・３６条）

・局所排気装置又はプッシュプル型換気装置を設置
・局所排気装置に係わる抑制濃度 ０．１ｐｐｍ以下
・作業環境測定の実施

平成２０年３月１日より施行・適用
＊一部規定・場所は平成２０年５月３１日
＊平成２１年２月２８日まで猶予

ホルムアルデヒド気中濃度と知覚症状

5から10分で深部気道障害を招き死亡することがある５０～１００

涙、せきが出る。深呼吸が困難になる１０～２０

目、鼻、のどに強い刺激がある。短時間耐えられる限度５～１０

刺激による苦痛を覚える３

目や鼻に刺激などの不快感がおこる１～２

明らかに臭気を感じる０．５

臭気を感じるが、すぐになれて感じなくなる０．２

WHO、厚生労働省基準値０．０８

知覚症状知覚症状気中濃度気中濃度((ppmppm))
平成１６年 世界保健機関（ＷＨＯ）

発がん性物質として評価

平成１８年度 厚生労働省
暴露防止策が必要との判断を下す

■発がん性を有する物質
（ＩＲＡＣ国際がん研究機関の評価）

・無色気体で空気より少し重く（比重１．０８）水によく溶ける物質です

・ホルマリンはホルムアルデヒドの３５～３８％水溶液です
＊生物標本の製造に用いるほか、消毒・防腐剤などに広く用いられています
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法改正およびＣＳＲ等の観点からホルムアルデヒドの確実な除去が必要です。
ＮＥＣファシリティーズでは、ホルムアルデヒド除去装置を開発し、解剖実験室
や処置室、病理検査室等の高濃度ホルムアルデヒド２～３ｐｐｍをワンパスで
濃度０．１ｐｐｍ未満までの除去を実現しました。

ホルムアルデヒド除去装置のご紹介

■原理（除去方法：分解加速器と特殊な光触媒を用いた酸化分解除去）

■用途

解剖台組込み型（イメージ）解剖台組込み型（イメージ）

一括処理型局所換気（イメージ）一括処理型局所換気（イメージ）

・各解剖台を局部換気し、その空気を除去装置

にて一括処理します

・処理後、空気は室内循環します

《 イメージ図：プッシュプル型換気装置 》

解剖台 除去装置

＊既存解剖台に組込みも可能です

ホルムアルデヒド２～３ｐｐｍ

０．１ｐｐｍ未満

冷却装置

既存解剖台

除去装置除去装置
除去装置除去装置

解剖台

一括処理

除去装置

特殊な光触媒特殊な光触媒

装置本体装置本体

特許
出願中！

水洗いにより
何度でも再生可能



トータルソリューション

NECファシリティーズ株式会社

■営業統括事業本部
〒105-0014

東京都港区芝二丁目22番12号（NEC第二別館）

TEL：03-5730-6110 FAX：03-5730-6149

http://www.necf.jp/

評価（テスト）

ホルムアルデヒド

対象物質対象物質

２．４

１．２

①吸気濃度①吸気濃度

HPLC

検知管

測定方法測定方法

０．０４

検出せず

②吐出口濃度②吐出口濃度

０．０６０．０６

０．０６０．０８

③室内排気口濃度③室内排気口濃度Ｂ測定濃度Ｂ測定濃度

【ホルムアルデヒド除去装置による高濃度処理】

■某国立大学におけるホルムアルデヒド除去テスト結果

単位：ｐｐｍ

③③

室内排気室内排気

診断から設備構築および作業環境測定、運用、フルメンテナンスサービスに至る
まで、すべてのマネジメントを行い、高品質・高信頼性を確保いたします。

現状調査
（作業環境測定）

■ヒアリングシート活用及び
現地調査によるムダのない
情報収集

■現状把握と問題点の確認

■最適な対策プラン提案
＊現地実証評価
＊設備導入
＊関連工事

■お客様のニーズに
合った設備導入

■関連対策工事まで
一貫した対応実施

■作業環境改善効果の
定量的確認
（作業環境測定等）

■定期的作業環境測定
■設備の巡回保守点検
■メンテサービスの提供
（消耗品交換含む）

除去装置導入および
関連対策工事実施

対策実施による
改善効果の確認

アフターフォロー
環境測定とﾒﾝﾃｻｰﾋﾞｽ

お問い合わせは下記へ

①①

②②除去装置除去装置

清浄エアー
清浄エアー

B測定B測定

ホルムアルデヒド対策
ご提案

200812-01-E-S

■環境技術推進部
〒105-0014

東京都港区芝二丁目22番12号（NEC第二別館）

TEL：03-3455-4687 FAX：03-3455-2581 


